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１ アンケートの概要について

【⽬的】

福岡市観光振興条例（平成30年福岡市条例第55号）に定める宿泊税及び今後の観光振興に
関する施策等に関し，⽇頃より宿泊事業等を通じて，本市の観光⾏政にご協⼒いただいている
宿泊事業所の皆様にアンケートによりご意⾒を頂戴し，今後の検討の参考とさせていただくもの。

【対象】

福岡市ホテル旅館協会，博多旅館ホテル組合，⺠泊事業者

【期間・実績】

期 間：平成30年10⽉5⽇〜平成30年10⽉17⽇

回収実績：44／116（平成30年10⽉18⽇時点）

【アンケート項⽬】

・宿泊税の使途について
・宿泊税の具体的な内容について 等

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

アンケートの概要
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２ 宿泊税の使途について

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

宿泊税の使途について①

【主な意⾒】
○ ウォーターフロント整備
○ クルーズ整備
○ 多⾔語対応のできる観光案内所や電話応対サービスの充実
○ 外国語による看板の充実
○ Wi-Fiの充実
○ 福岡及び九州への旅⾏を喚起させるようなプロモーションやイベントの実施（⼀般企業や市⺠からもアイデア募集）
○ 福岡市を世界へＰＲするための予算

広域観光の機能強化（２８件）

【主な意⾒】
○ MICE受⼊
○ MICEの誘致
○ スポーツMICEの振興
○ キャッシュレス化の促進

ＭＩＣＥの振興（５件）

▼宿泊税を財源とした取組みに期待すること，取り組んでほしいことについての主なご意⾒
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【主な意⾒】
○ 違法⺠泊への対策
○ ⺠泊の管理

２ 宿泊税の使途について

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

宿泊税の使途について②

⺠泊への対応（６件）

【主な意⾒】
○ 宿泊者の飲⾷店予約センター
○ ホテル回遊バスの運⾏
○ 急患対応
○ 観光に係る⼈材の育成
○ 宿泊税を導⼊した場合のシステム改修経費
○ しっかり明確な使途を定めて実⾏していただきたい
○ 財源がしっかり福岡市の観光推進に使われていることが⽬に⾒えて判るようにしてほしい
○ 国内外問わずお客様のためになるような使い⽅をしてほしい
○ 海外の⽅が何を必要としているのか海外の⽅に調査した上で取り組んでもらいたい

その他の意⾒

【主な意⾒】
○ 博多旧市街プロジェクト
○ 福岡城の復活など⼤きな観光名所となるような資源増への取組み

都市の魅⼒向上（４件）
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３ 宿泊税の具体的な内容について

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

(１)税率区分について

▼宿泊料⾦により区分を設けることについての主なご意⾒

【宿泊料⾦により区分を設けない⽅がよい】
・事務が煩雑となるため
・お客様への説明が困難なため
・ホテルシステムの改良にはコストがかかるので，
なるべくシンプルにしていただきたい

・逆選択（税額切替ライン未満に料⾦を抑える等）を避けるため
・できるだけ⼿間をかけないように，かからないようにしてほしいので
⼀律税額がシンプルでよい

【宿泊料⾦により区分があっても差し⽀えない】
・導⼊している他都市（主要都市）で区分実績があるため
・富裕層から徴収すべし，⺠泊から徴収しないのであれば不公平
・公平性の担保

【現時点ではいずれともいえない】
・特にインバウンドへの説明が困る
・⽀払う側が公平になるものがよい

宿泊料⾦による区分

宿泊料⾦により区分を設けない⽅がよい

宿泊料⾦により区分があっても差し⽀えない

現時点ではいずれともいえない

46％

25％

29％

④



３ 宿泊税の具体的な内容について

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

(２)税率（税額）について

▼税率（税額）による負担感等の観点からの宿泊者数などへの影響についての主なご意⾒

【⼤きな影響がある】
・お客様の負担が増え宿泊者数の減少に繋がる
・宿泊施設側もシステム等の変更を多数⾏うことにより
多⼤な経費がかかる

・⺠泊のゲストは，料⾦には⾮常に敏感
・税をかけることで，他県へ流れてしまう可能性がある

【ほとんど影響がない】
・⾦額的に少額なので
・他都市（宿泊税導⼊済）の例をみても影響がないように思う
・その分の旅⾏客誘致に期待する
・宿泊税の導⼊が⾏先に福岡市を選択しない理由にはならないと考える
・ビジネスでは⻄⽇本エリアの拠点のため、さほど影響ないと思う。

【現時点ではいずれともいえない】
・分かりやすく表⽰し，理解してもらえれば問題ないとも考える
・ビジネス客には影響があまり無い様に思われるが，
観光客には料⾦が上がったととらえられる

・予測はつかないものの，消費税増税と重なるタイミングだと，
多少の影響はでるかもしれない

44％
30％

宿泊税の影響

⼤きな影響がある

ほとんど影響がない

現時点ではいずれともいえない

27％

34％

39％
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３ 宿泊税の具体的な内容について

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

(３)課税免除について

▼特定の対象（修学旅⾏⽣など）を課税免除とする取扱いについての主なご意⾒

【課税免除は設けない⽅がよい】
・認証を取るのが⾯倒
・わかりにくい
・ホテルシステムの改修が⾯倒
・恣意性の残るやり⽅は不公平，意図的な勘違いを招く等
デメリットが多い

・例外は設けない⽅がよい
・基準が難しく，経理作業も煩雑になる。
・線引の難化が予想される
（学校の⾏事なのか，観光なのか，スポーツ参加等）

・判別が困難な場合が想定されるため
・公平性が保たれにくいのではないか
・京都ほど修学旅⾏や学校⾏事で来る旅⾏者は多くない

【課税免除があっても差し⽀えない】
・事務処理が気になるが，宿泊⽬的が教育，国の将来を
担うものであれば免除でよいと考える

・⼤学⽣も課税免除の対象に⼊れてほしい
・公⽴の修学旅⾏は予算の上限が都道府県ごとに定められており，
その予算ギリギリで設定している旅館やホテルがあるため
除外があるのは理解できる

【現時点ではいずれともいえない】
・課税免除処置はあった⽅がいいと思うが，その線引きが難しく
判断に困る場⾯が想定される

26％

27％
26％

課税免除について

課税免除は設けない⽅がよい

課税免除があっても差し⽀えない

現時点ではいずれともいえない

54％

22％

24％

⑥



【参考】福岡市宿泊税に関するアンケート調査

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

（参考）アンケート調査票①

50％

⑦



【参考】福岡市宿泊税に関するアンケート調査

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

（参考）アンケート調査票②

44％37％

27％

⑧



【参考】福岡市宿泊税に関する説明会における主な意⾒

『福岡市宿泊税に関する調査検討委員会』

説明会における主な意⾒

44％37％

27％

⑨

【説明会について】
・課税の内容，免税点の内容など確定したら，説明会を開催してほしい。

【税率について】
・他都市を参考にしなくても，観光客が少ない期間は税率を低く設定し，観光客が多い時期は⾼く設定してはどうか。
・宿泊税をかけるにしても，率で課税をしてほしい。

【使途について】
・宿泊税の使途が，どのように活⽤されたかというのは⾒える化して，ホテル業界や市⺠にフィードバックしてほしい。
・⽬的税であると思うので，使い⽅をしっかり決めていただきたい。

【その他】
・今後，出国税も新たに発⽣する予定であり，よくご検討いただきたい。
・福岡への外国⼈旅⾏者の消費額はそれほど多くない印象である。
・修学旅⾏や中体連等の⼤会など教育関連での利⽤も多く，宿泊税の導⼊によって他都市開催になる懸念もある。
・システムの変更にはお⾦がかかるので，補助⾦などは検討しているのか。

▼第１回福岡市宿泊税に関する調査検討委員会の資料に基づき，10⽉中に実施した宿泊業者向けの
説明会において出された主なご意⾒


